大学生が考える「良い授業」とは by 浜谷 直人




















































っくりした女児がいるとします。先生は、子どもたちに、リンゴ  個を  人で分ける
と、一人は何個になりますか？という問題を投げかけました。その女児は、「リンゴが
個・・・。お母さんはリンゴが大好き、お父さんは、あんまり好きではない、だから、






























































生徒の既有知識･･･→･･･ より高次の知識  
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図 3 良い授業 図式例（小集団討論後） 
6362
  
 
 小集団の討論を経て、授業観の変化
小集団での話し合いで、どのようなことが話題になり話し合われたのか。以下に、若干
の例を挙げる。
例えば、もともと、時には、ユーモアや関連する余談を挿入しながら、生徒の興味を惹
きつける工夫をそして、知識を効率よく伝える授業が良い授業だと考えていた学生は、「そ
もそも自分が「当たり前」に良い授業だと思っていたものまで、他人が違う考えをするこ
とに驚いた。討論すると、相手が自分とは違う前提を持っていることもあった。同じ大学、
同じ授業を選んだ者同士、あまり違いはないだろうと思っていたが、多様で、自分の認識
と違っていた。」と、話し合いで、教師―生徒の関係にとどまらない、多様な関係や連携の
中で授業は作られていくという考えに接して驚きながらも、話し合いを経て、より多面的
に授業を理解するようになる。
一方、講義の中で、認知変容モデル、関係性モデルに依拠する授業実践に接したことで、
良い授業についてのイメージが豊かになり、それを小集団の討論で、確認できたり、新た
に気づいたりしている学生が多い。つながりの重要性について、「班の中での一人ひとりの
発表では、「学校（教師）・生徒・保護者のつながり、相互関係が大切である」ということ
で意見が一致した。細かな部分ではさまざまな意見があるが、「４者の一体感」という点で
は一致したので、図解の基本は変化していない。しかし、つながりが重要だが、状況によ
ってつながり方が変わるということに気づいた。」というように討論が発展している。

 まとめ
多くの学生は、自分が高校時代までに、認知変容モデルや関係性モデルに基づく授業を
受けた経験があるとしても、それは例外的に少ない時間であり、ほとんどは伝達モデルの
授業であったと振り返る。もちろん、自分が受けてきた伝達モデル型の授業の中にも、素
晴らしいと感じた授業がなかったわけではない。しかし、あらためて、良い授業とは、悪
い授業とは、と考えると、伝達モデル型の授業が悪い授業の典型だと考える。おそらく、
伝達モデル型の授業を受けた経験には、退屈だった、内容が理解できないままに授業が進
んだ、よく理解する生徒だけが注目された、「正解」以外の自由な思考や発想が許されなか
った、などの記憶が埋まっているのであろう。
どのような授業が良いかを、その目的や状況と無関係に考えることは、本来、意味がな
い。ある局面においては、伝達モデルを基に効率的に講義を行い、別の局面では、認知変
容モデルに基づいた、実験や調査をもとに討論しながら気づきを深めていく授業を行い、
また、別の局面では、関係性モデルに基づいた、生徒の生活実感から学びの対象を立ち上
げる授業を組み立てる。授業方法が先にありきではなく、その時に学ぶ生徒がおかれてい
る状況や、学ぶ環境、何を学ぶかという学びの対象などに応じて、柔軟に授業方法を考案
し組み立てることが期待される。
しかし、そのような力量を形成することは、多様な授業について見聞し、同時に、多く
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の人から自身の授業実践を批評してもらいながら、授業実践を構築していくという意味で
の長い時間にわたる熟達化のプロセスなのであろう。この講義において、多くの学生が、
それまで、授業において重要だと考えることのなかった側面について自覚するきっかけに
なったことが、学生のレポートなどからうかがいしれた。それは、そういう熟達化への道
の、最初の一歩になるのではないかと考える。
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